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○計画期間中、３つのフォローアップを実施
【全体】
・中間年終了後（平成２１年６月）：基本政策専門調査会（当時）が第３期基本計画フォローアップをとりまとめ。
（第3期計画に「3年を経過した時に、より詳細なフォローアップを実施し、その進捗を把握する」とされている。）
【分野別戦略】
・毎年度：各分野別PTが分野別戦略をフォローアップ
・第３期計画終了時（平成２３年３月）：同専門調査会が分野別戦略の総括フォローアップをとりまとめ。

○中間年終了後のフォローアップのための調査研究（平成20年度）
フォローアップに活用するため、総合科学技術会議が委託し、文部科学省科学技術政策研究所（NISTEP）にお
いて、以下の12の調査研究を実施した。
１２の調査研究
PR1 科学技術をめぐる主要国等の政策動向分析
PR2 日本と主要国のインプット、アウトプット比較分析
PR3 イノベーションの経済分析
PR4 内外研究者へのインタビュー調査
PR5 特定の研究組織に関する総合的ベンチマーキングのための調査
PR6 日本の大学に関するシステム分析
PR7 科学技術人材に関する調査
PR8 大学・大学院の教育に関する調査

・理工系大学院の教育に関する国際比較調査 ・我が国の博士課程修了者の進路動向調査
PR9 イノベーションシステムに関する調査

・産学連携と知的財産、地域イノベーション、国際標準、基盤となる先端研究施設、ベンチャー企業環境
PR10 基本計画の達成状況評価のためのデータ収集調査
（第3章、第4章に掲げられる取り組み目標を272の項目に整理し、データを収集）

PR11 第4期基本計画で重視すべき科学技術に関する検討
PR12 政府投資が生み出した成果の調査（付属：成果事例集）

第３期基本計画のフォローアップについて

2

【主な所見】

第３期科学技術基本計画フォローアップ(平成21年6月19日、総合科学技術会議)の概要①

●第３期基本計画の理念は適切であるが、今後更に、世界情勢の変化
へ対応した科学技術政策とイノベーション政策の一体的推進が求めら
れる。

●第４期基本計画の策定に当たっては、各界の英知を結集して、従来に
ない新発想で、我が国独自の科学技術・イノベーション政策に取り組
むことが必須である。その際、将来のあるべき姿を描き、科学技術が
発展すべき方向性、社会システム変革の方向性を検討すべきである。

●第４期基本計画の策定に際しては、以下の点についても配慮が必要で
ある。
・「低炭素革命」「健康長寿」「魅力発揮」といった我が国の重要戦略に
整合的であること
・持続可能な社会システムをつくること
・国民の閉塞感を取り除き、希望を感じられるようにすること
・産業の国際競争力の強化に資すること
・顕在化している欲求に限らず、潜在的な欲求の満足も指向すること

●現下の世界的諸課題を解決するためのイノベーションの重要性や、世
界各国が科学技術政策及びイノベーション政策を一体的に強化してい
る現状などを踏まえ、今後とも政府研究開発投資を充実することが必
要である。

●同時に、単に投資規模のみを目指すのではなく、研究者の立場に立っ
た使い勝手のよい資金となるよう、研究資金の質を高めるべきである。
また、研究開発の質が高められるよう、研究開発投資の費用対効果を
測定・評価し、予算配分が適切となるよう絶えず点検し、更なる投資に
対しての国民の理解と支持を十分に得られるようにすべきである。

3

【主な所見】



【主な指標例】

・論文数、論文被引用度
・日本人ノーベル賞受賞者
・科学研究費補助金の予算規模
・戦略的創造研究推進事業の予算規模
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【主な所見】

●科学技術の基盤の維持・強化のため、基礎研究の推進が今後と
も重要である。

●知の探求のための基礎研究も重要だが、イノベーションの推進
の観点からは、基礎研究とそれ以外を分けず、達成すべき目的
に向けて一貫して研究開発を実施すべき場合もあり、そのことも
踏まえて、政策目的達成の観点から推進すべき基礎研究もある
ことに留意すべきである。

第３期科学技術基本計画フォローアップ(平成21年6月19日、総合科学技術会議)の概要②
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Ⅱ.科学技術の戦略的重点化

【主な所見】

●分野設定は意義があるが、従来の分野について見直しの余地も
ある。環境やエネルギー、食料、健康に関わるものなど直接多く
の人々の幸福につながるような研究開発を中心に集中投資する
べきである。

●分野別推進戦略に掲げる研究開発課題の研究開発目標は、数
が多い上、非常に細分化されており、上位に位置する政策目標
と各課題や研究開発目標との関係も分かりにくい。
日本の将来像を見据えた上で、解決すべき大きな課題を設定し、
それを解決・実現するための戦略を策定するという一連の流れ
の中で、実効性のある研究開発課題を設定していくべきである。

●海洋基本計画・宇宙基本計画との整合性が必要。

【主な指標例】
・政策課題対応型研究開発費における戦略重点科学技術の予算
及びその割合
・特許出願件数
・論文数、論文生産性

※分野別推進戦略の詳細なフォローアップの結果は、「「分野別推
進戦略」中間フォローアップについて」(平成21年5月27日）として取
り纏めている。

第３期科学技術基本計画フォローアップ(平成21年6月19日、総合科学技術会議)の概要③
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【主な所見】

●研究開発力強化法等に基づくイノベーション創出の促進、競争的
環境の醸成、世界トップレベルの研究開発拠点の形成等におけ
る一層の取組の強化が必要。

●いわゆるポスドク問題について対応が必要。
●日本の女性研究者の割合はまだ低く、取組の継続が重要。
●競争的資金は、先端的研究偏重の傾向等が指摘される。
●拠点化のみでなく 研究大学の層の厚みの確保も重要。

【主な指標例】

・若手研究者に対するスタートアップ資金、研究補助者の在籍人数
・若手研究者への研究資金配分額の推移
・女性研究者の選考、昇進・昇格等の状況
・女性研究者の採用人数
・外国人研究者在籍人数の推移
・産学連携教育プログラム件数、事例紹介
・産学連携での博士号取得者の参加状況
・競争的資金における予算額の推移
・専任化されたＰＯ・ＰＤの人数
・制度や機関を超えた切れ目ない研究開発制度への取組状況
・大学等における特許出願経費の財源別の推移
・大学等発ベンチャー起業数および支援状況
・研究開発税制、実用化に近い研究開発制度の整備状況
・大学等における特許の出願・保有・実施件数
・標準化提案数

第３期科学技術基本計画フォローアップ(平成21年6月19日、総合科学技術会議)の概要④
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【所見】

●総合科学技術会議は、府省縦割りによる施策の重複を
排除し、連携を強化すべく、より強力なリーダーシップを
発揮することが必要である。
●科学技術関係施策の優先度判定等では、各省連携を促
し、あるいは、プロジェクトのより効率的な実施に向けた
適切なガイダンスの提示など、付加価値を高める取組が
必要である。

●得られた成果について、ＰＤＣＡサイクルを回す評価体
制を構築し、確実に実行していくことが重要である。

●第３期基本計画では研究開発目標やシステム改革の
施策が非常に細分化され、上位に位置する政策目標と
各課題や研究開発目標との関係が分かりにくいとの指
摘への反省に立ち、理念と結びつく目標設定を徹底し、
優先事項を明確にして、階層化及びシナリオ化すること
が必要である。

●日本の将来像を見据えた上で大きな課題を設定し、そ
れを解決・実現するために必要となる複数の個別施策
を位置づけるとの流れで実効性のある科学技術政策を
策定していくことや、研究開発領域の性格、産業構造等
の特性に応じて、政策を複線化させることなどが必要と
なる。

結語（第３期基本計画フォローアップの総括と第４期に向けた提言）

第３期科学技術基本計画フォローアップ(平成21年6月19日、総合科学技術会議)の概要⑤



分野別推進戦略の総括フォローアップについて①
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分野別推進戦略の総括フォローアップについて ②
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